
21 - 7
13 - 18
15 - 19

Ｃ 14 - 18
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
10 * 0 0 3 8 2 3 3 5 5 10 4 0 3 0
12 * 0 1 4 15 0 0 1 4 4 8 2 2 0 0
15 * 0 0 1 1 0 0 1 1 1 2 1 0 1 0
20 * 2 4 1 9 9 10 2 0 3 3 1 1 1 0
23 * 1 6 6 13 0 0 1 1 11 12 2 0 0 0
8 0 0 0 2 3 0 0 0 0 3 3 2 2 1 0
14 0 0 0 3 5 1 2 2 3 2 5 1 0 1 0
17 0 0 1 0 1 0 0 1 1 0 1 2 0 0 0
19 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
22 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 1 0 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 2 2 0
3 12 21 57 12 15 11 16 30 46 17 5 8 0

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 0 0 12 27 1 3 2 4 8 12 3 0 1 0
9 * 1 5 4 11 0 0 4 3 3 6 1 3 0 0
12 * 0 1 1 5 1 2 2 1 2 3 2 1 1 0
14 * 0 4 3 11 2 2 3 2 4 6 5 0 0 0
28 * 0 0 0 0 0 0 4 1 5 6 3 4 6 0
11 0 2 3 3 6 1 3 1 0 1 1 3 0 1 0
15 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0
17 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
55 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
96 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 1 1 0
3 13 24 61 5 10 19 12 24 36 17 8 10 0

２０１４年度関西学生バスケットボールリーグ戦

開始時間 17:00
会　　場 大阪教育大学体育館
コ ー ト

勝ち点　4

男子 ２部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2014.09.13
大阪体育大学

勝ち点　0
試合ＮＯ 225
戦評
【総括】
ここまで負け越しながらも勝利を目指し強いバスケットを繰り出す龍谷大学と、ここまで一敗と良い状態の大体大との
カードとなった。序盤リードを取ったのは大阪体育大学で、持ち味の粘り強いディフェンスから速攻へとつなげ、主導権を
握った。スロースタートだった龍谷大は#6橋本を中心に徐々に追い上げを見せ大体大につめよった。後半、追い上げ
ムード全開の龍谷大は一気に追いつき好ゲームをみせた。終了間際、粘り強さをみせた大体大が1点差で勝利した。
【第1ピリオド】
序盤、大体大は今リーグ戦、絶好調の#20岸田を中心に安定感のあるオフェンスを展開した。一方、龍谷大は大体大の
分厚いディフェンスにシュートを阻まれ、思うように攻めることができなかった。龍谷大はこの悪いムードを断つために、間
合いを詰め、激しいディフェンスへと切り替えた。しかし流れは変わらず、ほとんどがファウルになってしった。大体大はこ
のフリースローを地道に沈めていき、徐々に点差は開いてしまう。ここでも大体大はディフェンスの手を緩めることなく続
け、終わってみれば、14点差と龍谷大にとっては厳しい場面となった。
【第2ピリオド】
第2ピリオドが始まると、両チームミスが相次ぎ、空回りな攻撃となったが、大体大#14松本のシュートや、#23内藤のス
リーポイントで流れを掴み、リードが広まった。しかし龍谷大の悪いムードを#6橋本がディフェンスではリバウンドを占領し、
オフェンスではジャンプシュートや巧みなインサイドスキルを披露しなんとか点差を保っていた。ピリオド終盤、大体大の
シュートが落ちだすと、チーム全体のリバウンド意識が強まった龍谷大がしっかり取り、司令塔#28山下がチームを引っ張
り、速攻をみせ、点差を一気に5点差まで詰め寄った。しかし終了寸前で大体大が連続シュートを沈め、9点差リードと
なった。
【第3ピリオド】
後半が始まり、前半あった堅さもとれた龍谷大が#6橋本のリバウンドシュートや#11瀧川のスティールから3Pシュートと力
強い一対一で、元々あったリードをなくした。一方大体大は、好ディフェンスを見せるも、アウトナンバーのオフェンスがこと
ごとく外れ、詰め寄られた大体大は、プレイに焦りが反映し、イージーミスが目立った。龍谷大はオフェンス、ディフェンス
両面でリバウンドやルーズボールなどの球際の強さをみせ、一気に第4ピリオドへとつながる追い上げムードとなった。
【第4ピリオド】
最終ピリオド、両チーム勝利へと向け、アグレッシブな攻守をみせた。追い上げられる大体大は、#20岸田と#23内藤が
勝負所で1回生とは思えぬ落ちつきを見せ、傾きかけていた流れを大体大へと手繰り寄せた。龍谷大は#28山下の体に
アクシデントが襲い、一旦ベンチに下がるも自分がいなければと再びコートへ戻り、チームを引っ張った。#28山下が戻っ
た途端、龍谷大のオフェンスに火がつきまたも追い上げムードとなり、終了4分前ついに龍谷大#6橋本のバスケットカウン
トで逆転した。ゲーム終盤に近付くと、数十回にわたるリードチェンジがあり緊張の時間になった。残り25秒、龍谷大が
ゾーンディフェンスをみせ、スティールしたが、ゴール下シュートが入らず、逆にファウルしてしまう。そのフリースローを#10
大槻が一本沈め、勝利を決めた。

主審 小野　紘司 副審 岩崎　晋也 戦評

63 62

敗チーム

龍谷大学

磯谷　隼也(甲南大)

記録 関西学生バスケットボール連盟

大阪体育大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ ２Ｐ

進藤 崇大 2 11
岸田 篤生 17 34

BS MIN

大槻 翼 8 35
木全 勇人 8 25

ＦＴ
Ｆ

REBOUND
TO AS ST

松本 光平 7 14
水上 智仁 0 8

内藤 健太 15 35
宮里 飛々己 4 22

0 - -
0 - -

杉本 翼 2 6
玉井 篤志 0 9

0 - -
Team / Coach: 比嘉　靖

0 - -
0 - -

龍谷大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ

合　　　計 63 200
RATE 25.0% 36.8% 80.0%

吉田 将伍 11 30
新納 洵 3 27

ST BS MIN

橋本 将弥 25 36

２Ｐ ＦＴ
Ｆ

REBOUND
TO AS

滝川 恭志 13 20
刈川 真輔 2 9

田中 啓祐 8 30
山下 隼人 0 34

石井 聖也 0 4
0 - -

萩原 大貴 0 4
野村 悠也 0 4

0 - -
0 - -

0 - -
0 - -

RATE 23.1% 39.3% 50.0%

Team / Coach: 中原　直之 -
合　　　計 62 200


